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金村 台の一 部 が
小 貝川 に面 した

断崖 ¢>地 の名 称 。

(赤 法 花 又 は赤 法 華 ｝

R e d  j L れ 尺c a d

長 峰城 跡 、 ^
M79年 (文 明 11年 ) 、ヽ、、、

豊 田城 の出城 £して、
豊 田 四郎 "中軍 平 治 元 の叔 父 、

長 峰右 近 将 監 正 次 の築城 ’
15乃 年 (天 正 元 年 )

金 村 台合 戦で廃 城 。

(サカナ)

̶̶ 一国際 I C日本協 会

• 上郷館

6 - C 八坂 神 社
創 建 不 詳 。

当社 の神 輿 は1924年 (大 正 13年 ) 住

京都 祇 園社 (八 坂 神 社 ) に

神 霊 を彩 乗 して迎 えた由緒 あ我 /

［大 曲 釣 り場
昔 ゆ 卜則 ¦¦蛇 行 跡 地 で

釣 5の穴場 。

大成 板 金

常陸れ© 上酔
申央嘲!争全

つくば市 を拠 点 に
地 域 に根 付 いた和 太 鼓 $: 中心 とした

伝 統 芸能 の継 承 ぜ新 生 をテーマに
梯 舟な処 で行 ラています。

江戸 時代 (1615～1867年) ほは

駕蔵 院 支配 の瀧 王権 規 がお來 。
在の後 は共 有地 眩 奴

大 権 現 ほか三 日月様 、奔 天様 、地 蔵源
大 師様 、希 荷様 、十九夜様 があ如

- 1199年 ～1201年

八 田知 家 の子 知 重 が

築 いたせされる。

小 田氏 の重 要拠 点 。

1590年 落城 e

- R2 3#
道 の駅

1558年 ( 弘 治 4年 ) ～

1570年 (元 亀 元 年 ) 頃 創 建 ・

開基 は恵 呼 坊 で筑 波郡 の普 門 寺 を
選 した4のではないかE言 われている。

• アート住装

愛 宕 神 社

福 雷 橋

雷 神 ぜ福 二 ( 常総 市 ) を

つなぐ小 貝川 にかかる構 。

映 画やドラマのロケ地 せして

使 われる・ も“

寺原石椅 • 器団製菓 小林運送

X 手 子 神 社
(手子生鹿 鳥神社 ｝
旧村 社 、創 建 不 詳 。

参  1603年 (慶 長8年 ) 峙 の

" 手 子 生城 主 菅谷 範 政 粉
祭神 不詳 だつ松ため、

就 甕槌 神 (北けみ拒づちのかみ) を
祀 ラた契 れ乱

手 の子 明神 « して親 しまれている。

・テクノパ上ク豊里 ;
1985年 ( 昭 和 60年 ) ～ 1987年 ( 昭 和 62年 ) に

都 市 再 生 機 構 によって開 発 され 北
(69000m ) 工 業 団 地 。

水神社
あ母 X

概現神社 研
ぼ 列 す.

1O-A 竹垣 代 官 徳 政 碑
1793年 ( 寛政 5年 ) - 1814年 (文 位 11年 ) の22年 間

豊 里 地 方 の天 領 を支 配 した有 名 な代 官。

関東 支 百從 (安房 • 上 総 • 下 総 • 常 陸 ・下 野他 ) を角 内ぜ真 岡の

2加所 お中心 に治 めれ 農 村 夜 興 策 (于 間 引きの禁 止 ・産 児 奨 励 金制 度 )

その他 多数 の善 政 に報 いるための碑 。真 岡 市 にもあ祝
碑 文 は亀 田鵬 斎 が撰 した。

土 田右為太 郎生家跡
元 上 郷 村 長 、第 2代 豊 里 町 長

上郷 高校 設 立 に尽 力 、

茨城 県 県儀 会 副議 長 な金
歴 任 した町 の名 士

神 社
理 美 容 ㈤釦 )

田倉 貝塚 遼 跡
縄 文 時代 中期 •後 期 、

宇神 取 にあ乱

常総辱 ・ ・
大成工機 • 潮田建設

上部 の祇国始
祭 礼 は、旧6月 15日旗

権 現 宿 の祇 園祭 せして行 われていた.

現 在 は了月第 4日曜 日( 申央 ) 、

もの前 日の土 曜・日(北 部 ) K 行 われてい乱

上 郷 地 区 は、小 貝 川 の蛇 行 河 川 地 形 、自然 堤 防 や氾 濫 原 せいった地 形 « 在の雄 積 物 を観 察 する・ が でき飢

また、自然 堤 防 を利 用 した雷 神 集 落 や金 村 別 雷 神 社 、氾 濫 原 の低 湿 地 を利 用 した 田 ん授 なビが広 が §、

用 沿 いにはか って小 貝川 が水 運 に利 用 されていた・ を伝 える河 岸 跡 なぎも残 3 れている。

I日河 道 跡 地 につくられ た川 口公 園 では、シオカラトンポや トウキョウダ ・マガエ " などが 生 息 する湿 地 ・里 山 生 態 系 を楽 しめる

( ホームページ・・筑 波 山地 城 ジオバーク」よう引 用 )

上 郷 陣 屋 跡
( 角肉久 足 寄場X )

1793年 ( 究政 S年 ) 上 郷 村 角 内 に

設 親 , 下 野 国真 岡 支 配 所 の代 官

竹 垣 三 右 衛 門 の手 附］受宅

1479年 (文 明 11年 ) 創 建

( 小 貝川 の川 上 塔 合 に

宗穂・院 前 身である即 穂 院 ) 、

開 基 は豊 田 四郎 治 元 の叔 父 である

長 峰城 主 長 峰 右 近 将 監 正 次,
1511年 (永 正 8年 ) 即 徳 院 セ今 の地 Iて移 し、

上 郷 山 宗徳 院 ぜ称 す.

っくぱ市指 定 熾形 民俗 丈化 財

& 倉三四3師子
雄 ・堆 ・子 符 子 の三 匹が

もれそれ胸 に太 鼓 をつけて 約 20分 爾 り統 け徳 いう、
江 戸 時 代 前 期 か ら伝 わる獅 于 舞 ,

雪 外申(要望 莉 ・ 」 、 二

! 金 , 寸台 古 戦 場 跡
1573年 ( 天 正 元 年 )

下 妻 城 主 多賀 谷 氏 崖

豊 田 氏 社攻 めた特 、
小 田城 主 小 田 氏 治 が

豊 田 氏 全助 け, 勝 った場 所

■ 1875年 (明治8年) 創立
稲葉 茨城 県下 f い校慮

司法書士 • 上郷孫育国
• 上郷効維園

大 崎 公 園

愛 宕 神 社

公 民 館 ・集 浴 セ ンタ ー

病 院

エネオス
きらめ・ .函

* • ざつき園
太 陽別館

5  - r  6-b 川 口公 園
小 貝川 の加っての河 道 ぜ氾 濫 原 を利 用してつくられた

水 辺 公 園 (5ヘクター期 ・桜 の帛 所 ぜしても知 られ、

かれんで美 しい白い花 を咲 かせ方"ホシザキユキノシタバ 見る地 炉出来 瓦

R a i  j i n  R o a d

第25回 極 美展 (東京都 美術 煽 ) 特 選
青 木 孝 二氏 (上 郷在 住 )

•  U FE st udio

• こもれ ぴ
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中 骨 建 築 ’一
■ 中 野 E レ

5 - B 随翁 院
1465年 ( 寛 正6年 ) 豊 田家 の家 匝

坪 井 越 後 守 平 宗信 によって金村 台 の由下 の地 に創 建 、
1513年 (永 正 10年 ) に

戦火 に焼 かれ現 在 の地 に移 った,

中央消防署
在里分 署

角田製作所• •

4 - B 春Q 神社
931年 (承 平 元 年 ) 平 蒔 門 の粗 又 平 良文 が

奈 良 の春 日神 社 から勧請 し恣  言 われている。

も どせ ・ ・

撞 骨 院 福 祉支援
セ ン ゲー  Z
ど上さ ど E

歩 子 生

企 画 • 発 行 令 和 元 年 12月1日初 版 / 令 和 8年 10月1日発 行

編 集 ・制 作 上 郷 市 街 地 活 性 化 協 議 会 ・つ くば市 周 辺 市 街 地 振 興 課 ・株 式 会 社 キャンバ ス

参 考 文 献 r豊 里 の 歴 史』( 町村 合 併 3〇周 年 ) / 『豊 里 町 小 史』沢 辺 進 著 /

『上 郷 史 資 料 考 」串 田全 男 著 / t 郷 土 史 雑 記』串 田全 男 著

楽この情報 は、令和8年 10月 1日現在のものです。誤字 ・脱字 •名称漏れ等 につきましては、ご容赦ください

・控 う整弥 院

一 ̶ 上郷 高校 跡 ・
1927年 ( 昭和 2年 ) 創 立 、

. 1965年 ( 昭和 40年 ) 上 郷 農 高

上郷 児童館 1知 2年 (平成 4年 ) 上 郷 腐 ,

T 2011年 (平成 23年 ) 閉校 。

* \ ゆ̶ t あ 一
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ギ年で ー ノ 八 木 製 菓

ガソリンスタンド

駐車場

撮 影スポット

学校

郵便 局

土 田史官

* ー店

田 鋭 理 士

事 藉批 ・
第一建 装工 業,

塚 取屋 田トア
・ 丸 興市場跡 ・ エイト
1925年 (大 正14年 )

養 蛋 集荷場 スタート。
昭和 時代 の象礼

10-A 金 析 別 會神 ネ土
931年 (承 平 元 年 ) 桓 武 平 氏 のー一族 である豊 田心 K

霊 夢 に感 応 して、京 都 上 賀茂 の別 雷神 社 の•御 分 霊 を守 護 神 せして
この地 に奉 斎したせ伝 えられてい瓦

関東 三 雷神 の一"社 ぜされ、茨 城 百 景 の… つに馬選 ばれている。

家 内安 全 、無病 息 災 、子授 §の他 、

降 雨 の神 様 E て親 し・まれてい瓦
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